
(57)【要約】

【課題】　音声対話装置が多数のキーワードを提示する

と、人は個々のキーワードを聞き逃し易いし、また最適

キーワードを選択するのが難しい。

【解決手段】　対話装置からキーワードを一旦列挙し、

ポーズの後再度キーワードを提示して、選択を求める。

有効な選択が有れば、選択肢に従ってシナリオを進め、

選択がなければ再度キーワードを提示する。またどのキ

ーワードも否定された場合、シナリオの他の場面へ分岐

する。

【選択図】　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
人 が 音 声 入 力 す る た め の マ イ ク ロ フ ォ ン と 、 マ イ ク ロ フ ォ ン へ の 入 力 音 声 を 音 声 認 識 す る
た め の 音 声 認 識 装 置 と 、 ス ピ ー カ を 備 え た 音 声 出 力 装 置 と 、 シ ナ リ オ の 記 憶 部 と 、 前 記 音
声 認 識 装 置 と 音 声 出 力 装 置 と を シ ナ リ オ に 沿 っ て 制 御 す る 処 理 シ ス テ ム 、 と を 備 え た 音 声
対 話 装 置 に お い て 、
　 複 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る よ う に ス ピ ー カ か ら 音 声 出 力 す る 際 に 、 該 複 数 の キ ー ワ ー
ド を 最 初 に 列 挙 し た 後 に 、 音 声 出 力 を ポ ー ズ し 、 次 い で 前 記 複 数 の キ ー ワ ー ド を 再 度 列 挙
し て 、 人 の 入 力 音 声 を 受 け 付 け る よ う に 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 す る シ ナ リ オ を 構 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 、 音 声 対 話 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
再 度 の 列 挙 で は 、 最 初 に 列 挙 し た キ ー ワ ー ド を 、 同 順 で 、 か つ 少 な く と も 一 部 の キ ー ワ ー
ド を 同 義 語 に 変 換 し て 音 声 出 力 す る よ う に 、 前 記 シ ナ リ オ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ の 音 声 対 話 装 値 。
【 請 求 項 ３ 】
列 挙 さ れ た キ ー ワ ー ド に 対 す る 人 か ら の 入 力 音 声 を 、 遅 く と も 前 記 再 度 の 列 挙 か ら 処 理 す
る よ う に 、 前 記 音 声 認 識 装 置 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ の 音 声 対 話 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
マ イ ク ロ フ ォ ン で 人 の 入 力 音 声 を 受 け 付 け て 音 声 認 識 装 置 で 音 声 認 識 し 、 予 め 記 憶 し た シ
ナ リ オ に 沿 っ て 、 処 理 シ ス テ ム で 音 声 認 識 装 置 と 音 声 出 力 装 置 と を 制 御 す る 音 声 対 話 方 法
に お い て 、
　 ス ピ ー カ か ら 複 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 し 、 次 い で 音 声 出 力 を ポ ー ズ し 、 さ ら に 前 記 複 数
の キ ー ワ ー ド を 再 度 列 挙 し て 、 人 の 入 力 音 声 を 音 声 認 識 装 置 で 認 識 す る 、 こ と を 特 徴 と す
る 、 音 声 対 話 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
マ イ ク ロ フ ォ ン で 人 の 入 力 音 声 を 受 け 付 け て 音 声 認 識 装 置 で 音 声 認 識 し 、 予 め 記 憶 し た シ
ナ リ オ に 沿 っ て 、 処 理 シ ス テ ム で 音 声 認 識 装 置 と 音 声 出 力 装 置 と を 制 御 す る 音 声 対 話 用 の
プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 ス ピ ー カ か ら 複 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る 命 令 と 、 次 い で 音 声 出 力 を ポ ー ズ す る 命 令 と
、 さ ら に 前 記 複 数 の キ ー ワ ー ド を 再 度 列 挙 す る 命 令 と 、 少 な く と も 前 記 複 数 の キ ー ワ ー ド
を 再 度 列 挙 す る 際 に 、 人 の 入 力 音 声 を 音 声 認 識 装 置 で 認 識 す る 命 令 と を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 、 音 声 対 話 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 情 報 処 理 装 置 と 人 と の 音 声 に よ る 対 話 に 関 し 、 特 に ガ イ ダ ン ス な ど の た め に
装 置 側 で 予 め 記 憶 し て い る シ ナ リ オ で の 質 問 に 人 が 答 え 易 く す る こ と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 音 声 対 話 装 置 が 、 人 に 多 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 し て 選 択 を 求 め る 場 面 が あ る 。 こ の よ う
な 場 面 で 単 純 に キ ー ワ ー ド を 列 挙 さ れ る と 、 人 は 個 々 の キ ー ワ ー ド を 聞 き 逃 し 易 い 。 そ こ
で キ ー ワ ー ド 毎 に ポ ー ズ を 入 れ る と 人 に 理 解 し 易 く な る が 、 各 々 の ポ ー ズ 長 の 設 定 を ど の
よ う に す る か な ど で 、 シ ナ リ オ の 作 成 は 複 雑 に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ８ ８ ２ ９ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 発 明 の 課 題 は 、 多 数 の キ ー ワ ー ド を 音 声 で 人 に 提 示 す る 際 に 、 聞 き 取 り 易 く か つ 最
適 な 選 択 を し 易 く す る こ と に あ る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 で の 追 加 の 課 題 は 、 キ ー ワ ー ド を 繰 り 返 す こ と に よ り 対 話 が 平 板 に な り
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、 そ の 結 果 冗 長 に 感 じ ら れ な い よ う に 、 し か も 人 が 回 答 し 易 く す る こ と に あ る 。
　 請 求 項 ３ ， ５ の 発 明 で の 追 加 の 課 題 は 、 第 ２ 回 目 の 列 挙 が 終 わ る の を 待 た ず に 、 人 が 回
答 で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 人 が 音 声 入 力 す る た め の マ イ ク ロ フ ォ ン と 、 マ イ ク ロ フ ォ ン へ の 入 力 音 声
を 音 声 認 識 す る た め の 音 声 認 識 装 置 と 、 ス ピ ー カ を 備 え た 音 声 出 力 装 置 と 、 シ ナ リ オ の 記
憶 部 と 、 前 記 音 声 認 識 装 置 と 音 声 出 力 装 置 と を シ ナ リ オ に 沿 っ て 制 御 す る 処 理 シ ス テ ム 、
と を 備 え た 音 声 対 話 装 置 に お い て 、 複 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る よ う に ス ピ ー カ か ら 音 声
出 力 す る 際 に 、 該 複 数 の キ ー ワ ー ド を 最 初 に 列 挙 し た 後 に 、 音 声 出 力 を ポ ー ズ し 、 次 い で
前 記 複 数 の キ ー ワ ー ド を 再 度 列 挙 し て 、 人 の 入 力 音 声 を 受 け 付 け る よ う に 、 前 記 記 憶 部 に
記 憶 す る シ ナ リ オ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 好 ま し く は 、 再 度 の 列 挙 で は 、 最 初 に 列 挙 し た キ ー ワ ー ド を 、 同 順 で 、 か つ 少 な く と も
一 部 の キ ー ワ ー ド を 同 義 語 に 変 換 し て 音 声 出 力 す る よ う に 、 前 記 シ ナ リ オ を 構 成 す る 。
　 ま た 好 ま し く は 、 列 挙 さ れ た キ ー ワ ー ド に 対 す る 人 か ら の 入 力 音 声 を 、 遅 く と も 前 記 再
度 の 列 挙 か ら 処 理 す る よ う に 、 前 記 音 声 認 識 装 置 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン で 人 の 入 力 音 声 を 受 け 付 け て 音 声 認 識 装 置 で 音 声 認 識 し 、
予 め 記 憶 し た シ ナ リ オ に 沿 っ て 、 処 理 シ ス テ ム で 音 声 認 識 装 置 と 音 声 出 力 装 置 と を 制 御 す
る 音 声 対 話 方 法 に お い て 、 ス ピ ー カ か ら 複 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 し 、 次 い で 音 声 出 力 を ポ
ー ズ し 、 さ ら に 前 記 複 数 の キ ー ワ ー ド を 再 度 列 挙 し て 、 人 の 入 力 音 声 を 音 声 認 識 装 置 で 認
識 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
　 人 の 入 力 音 声 の 認 識 は 例 え ば ２ 回 目 の 列 挙 か ら 開 始 し 、 好 ま し く は １ 回 目 の 列 挙 中 、 ま
た は 列 挙 後 の ポ ー ズ か ら 開 始 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン で 人 の 入 力 音 声 を 受 け 付 け て 音 声 認 識 装 置 で 音 声 認 識 し 、
予 め 記 憶 し た シ ナ リ オ に 沿 っ て 、 処 理 シ ス テ ム で 音 声 認 識 装 置 と 音 声 出 力 装 置 と を 制 御 す
る 音 声 対 話 プ ロ グ ラ ム に お い て 、 ス ピ ー カ か ら 複 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る 命 令 と 、 次 い
で 音 声 出 力 を ポ ー ズ す る 命 令 と 、 さ ら に 前 記 複 数 の キ ー ワ ー ド を 再 度 列 挙 す る 命 令 と 、 少
な く と も 前 記 複 数 の キ ー ワ ー ド を 再 度 列 挙 す る 際 に 、 人 の 入 力 音 声 を 音 声 認 識 装 置 で 認 識
す る 命 令 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 明 細 書 に お い て 、 音 声 対 話 装 置 に 関 す る 記 載 は 音 声 対 話 方 法 や 音 声 対 話 プ ロ グ ラ ム
に も そ の ま ま 当 て は ま り 、 逆 に 音 声 対 話 方 法 に 関 す る 記 載 は 音 声 対 話 装 置 や 音 声 対 話 プ ロ
グ ラ ム に も そ の ま ま 当 て は ま る 。
　 キ ー ワ ー ド の 列 挙 に 対 す る 人 の 回 答 は 例 え ば そ の 選 択 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 で は 複 数 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 し て 回 答 を 求 め る 際 に 、 最 初 に キ ー ワ ー ド を 列 挙
し 、 一 旦 音 声 出 力 を 停 止 し て 間 を 置 き 、 次 い で キ ー ワ ー ド を 再 列 挙 す る 。 こ の た め 最 初 の
列 挙 で キ ー ワ ー ド を 聞 き 逃 し て も 、 次 の 列 挙 で 正 し く 聞 い て 応 答 で き る 。 最 初 の 列 挙 と 次
の 列 挙 の 間 に ポ ー ズ が 有 る の で 、 次 の 列 挙 が 始 ま っ た と き に 、 同 じ キ ー ワ ー ド を 繰 り 返 し
て い る と 直 ち に 分 か る 。 さ ら に 最 初 の 列 挙 で キ ー ワ ー ド の 集 合 の 概 要 を 理 解 し て か ら 、 キ
ー ワ ー ド が 再 度 出 力 さ れ た 時 に 回 答 す れ ば 良 く 、 回 答 が 容 易 で あ る 。 シ ナ リ オ 作 成 の 面 で
は 、 ポ ー ズ 長 を 使 い 分 け る 必 要 が 無 く 、 ポ ー ズ の 設 定 が 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ２ 回 目 の 列 挙 で キ ー ワ ー ド を 同 義 語 に 変 換 し て 出 力 す る と 、 対 話 が 平 板 に な り 難 い 。 そ
し て キ ー ワ ー ド の 語 順 を １ 回 目 と 同 じ に す る と 、 １ 回 目 で 人 が 聞 い た 順 序 で キ ー ワ ー ド が
繰 り 返 さ れ る の で 、 回 答 し 易 い 。
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　 ２ 回 目 に キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る 際 に は 、 人 は ほ ぼ 回 答 で き る 状 態 に あ る の で 、 こ こ で キ
ー ワ ー ド を 出 力 し な が ら 回 答 を 音 声 認 識 す る と 、 人 が キ ー ワ ー ド を 聞 い て 直 ち に 回 答 す る
こ と に 対 応 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 適 実 施 例 を 示 す 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ６ に 、 実 施 例 を 示 す 。 各 図 に お い て 、 ２ は 音 声 対 話 装 置 で 、 ４ は 音 声 入 力 用 の
マ イ ク ロ フ ォ ン で 、 ６ は ア ン プ で 省 略 可 能 で あ る 。 ８ は 音 声 認 識 装 置 で 、 １ ０ は 音 声 認 識
に 用 い る 辞 書 で 、 複 数 の 辞 書 が 対 話 装 置 ２ に 記 憶 さ れ て い る 。 １ ２ は 音 声 の 認 識 結 果 を 出
力 す る た め の レ ジ ス タ で 、 １ ４ は 処 理 シ ス テ ム で あ り 、 １ ６ は 音 声 対 話 用 の シ ナ リ オ 記 憶
部 で あ る 。 な お シ ナ リ オ の 個 々 の シ ー ン を 場 面 と 呼 び 、 各 場 面 の 記 憶 位 置 を 番 地 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 シ ナ リ オ 記 憶 部 １ ６ に 記 憶 す る シ ナ リ オ の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。 一 般 的 シ ナ リ オ １ ８ は キ
ー ワ ー ド の 列 挙 以 外 の 部 分 の シ ナ リ オ で あ り 、 キ ー ワ ー ド 列 挙 シ ナ リ オ ２ ０ が キ ー ワ ー ド
の 列 挙 に 関 す る 部 分 の シ ナ リ オ で あ る 。 な お キ ー ワ ー ド の 列 挙 と は ２ 個 以 上 の キ ー ワ ー ド
を 列 挙 す る こ と で 、 好 ま し く は ３ 個 以 上 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る こ と で あ る 。 第 １ 回 キ ー
ワ ー ド 列 挙 場 面 ２ １ で 最 初 に キ ー ワ ー ド を 列 挙 し 、 ポ ー ズ 場 面 ２ ２ で 一 旦 ポ ー ズ し 、 第 ２
回 キ ー ワ ー ド 列 挙 場 面 ２ ３ で 再 度 キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る 。 ポ ー ズ 場 面 ２ ４ で ２ 回 目 の キ ー
ワ ー ド の 列 挙 後 に ポ ー ズ し 、 入 力 促 し 場 面 ２ ５ で ２ 回 目 の ポ ー ズ の 後 に 入 力 を 人 に 促 す 。
シ ナ リ オ に は 音 声 出 力 側 の シ ナ リ オ と 音 声 入 力 側 の シ ナ リ オ と が 同 期 し て 進 行 し 、 場 面 ２
１ ～ ２ ５ は 出 力 側 の シ ナ リ オ で あ る 。 音 声 入 力 側 の シ ナ リ オ で は 、 入 力 受 け 付 け 場 面 ２ ６
で 列 挙 さ れ た キ ー ワ ー ド に 対 す る 人 の 選 択 を 受 け 付 け て 音 声 認 識 す る 。 そ し て 列 挙 さ れ た
キ ー ワ ー ド に 対 す る 音 声 認 識 は 、 例 え ば 第 １ 回 キ ー ワ ー ド 列 挙 場 面 ２ １ 、 も し く は ポ ー ズ
場 面 ２ ２ 、 あ る い は 第 ２ 回 キ ー ワ ー ド 列 挙 場 面 ２ ３ か ら 開 始 し 、 こ れ に 応 じ て 図 １ の 辞 書
１ ０ を 列 挙 し た キ ー ワ ー ド に 対 応 し た も の に 切 り 替 え 、 認 識 開 始 前 に レ ジ ス タ １ ２ を ゼ ロ
ク リ ア す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に レ ジ ス タ １ ２ の 構 造 を 示 す 。 こ こ で は Ａ ～ Ｇ の ７ つ の キ ー ワ ー ド が 列 挙 さ れ 、 人
に 対 し て キ ー ワ ー ド の 選 択 を 求 め て い る も の と す る 。 有 効 な 回 答 は 、 １ 以 上 の キ ー ワ ー ド
を 選 択 す る こ と と 、 「 全 て 要 ら な い 」 、 「 要 り ま せ ん 」 な ど の 全 て の 選 択 肢 の 否 定 で あ る
。 レ ジ ス タ １ ２ に は 質 問 Ｉ Ｄ が 記 載 さ れ 、 こ れ は 入 力 側 シ ナ リ オ で の 場 面 を 示 し て い る 。
次 の １ ビ ッ ト は 回 答 が 肯 定 か 否 定 か を 示 し 、 肯 定 で ０ ， 否 定 で Ｆ で あ る 。 各 キ ー ワ ー ド に
は 同 義 語 が あ り 、 例 え ば 大 学 の 学 部 案 内 の 場 合 、 「 工 学 部 」 と 「 工 」 並 び に 「 工 学 」 は 同
義 語 で あ る 。 そ こ で 同 義 語 を ま と め て 抽 象 化 し た も の を サ ブ ジ ェ ク ト と 呼 ぶ と 、 人 の 回 答
は サ ブ ジ ェ ク ト の 選 択 と 言 い 換 え る こ と が で き る 。 図 ３ の レ ジ ス タ １ ２ で は 、 Ａ ～ Ｇ の ７
個 の サ ブ ジ ェ ク ト に 対 し 各 １ ビ ッ ト を 割 り 当 て る 。 サ ブ ジ ェ ク ト の 個 数 は 質 問 毎 に 変 化 す
る の で 、 肯 定 ／ 否 定 の ビ ッ ト の 後 の ビ ッ ト か ら 、 各 サ ブ ジ ェ ク ト 毎 に １ ビ ッ ト 割 り 当 て る
こ と と し 、 レ ジ ス タ １ ２ に は 充 分 大 き な 記 憶 容 量 を 持 た せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 「 Ａ は 要 ら な い が 、 Ｂ は 要 る 」 な ど の よ う に 肯 定 と 否 定 が 組 み 合 わ さ っ た 回 答 に 備 え 、
レ ジ ス タ １ ２ を 複 数 段 設 け 、 「 Ａ は 要 ら な い 」 を 初 段 の レ ジ ス タ で 処 理 し 、 「 Ｂ は 要 る 」
を 次 段 の レ ジ ス タ で 処 理 し て も 良 い 。 ま た 肯 定 ／ 否 定 や サ ブ ジ ェ ク ト の 選 択 を 各 １ ビ ッ ト
の デ ー タ で 記 憶 す る 必 要 は な く 、 よ り ビ ッ ト 長 の 長 い デ ー タ で 記 憶 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 辞 書 １ ０ に は 列 挙 す る 各 キ ー ワ ー ド と そ の 同 義 語 、 並 び に キ ー ワ ー ド の 範 囲 や 組 み 合 わ
せ を 示 す 単 語 、 及 び 肯 定 ／ 否 定 を 表 す 語 が 記 憶 さ れ て い る 。 キ ー ワ ー ド の 範 囲 や 組 み 合 わ
せ を 示 す 単 語 と し て 「 全 部 」 ， 「 全 て 」 な ど が あ り 、 大 学 の 学 部 案 内 で の 理 学 と 工 学 の 組
み 合 わ せ を 示 す 単 語 と し て 「 理 工 学 」 、 文 学 部 と 経 済 学 部 及 び 商 学 部 の 組 み 合 わ せ を 示 す
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も の と し て 「 文 化 系 」 な ど が あ る 。 こ れ ら の キ ー ワ ー ド や 同 義 語 等 は 、 入 力 側 シ ナ リ オ の
場 面 毎 に 辞 書 を 変 更 し て 切 り 替 え る 。 肯 定 を 表 す 語 と し て 「 は い 」 や 「 お 願 い 」 、 接 尾 辞
の 「 た い 」 「 で す 」 「 ま す 」 な ど が あ る 。 否 定 を 表 す 語 と し て 「 い い え 」 や 接 尾 辞 の 「 な
い 」 な ど が あ る 。 肯 定 を 表 す 語 も 否 定 を 表 す 語 も 入 力 さ れ な い 場 合 、 肯 定 ／ 否 定 の ビ ッ ト
は 初 期 値 の 肯 定 の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 音 声 認 識 装 置 ８ は 入 力 音 声 中 に 辞 書 １ ０ に 記 述 さ れ た 語 が あ る と 、 レ ジ ス タ １ ２ の こ れ
に 対 応 す る ビ ッ ト へ の 書 き 込 み を 行 う 。 単 語 が 肯 定 あ る い は 否 定 を 表 す 場 合 、 肯 定 ／ 否 定
の ビ ッ ト に 対 し て ０ も し く は Ｆ を 出 力 し 、 サ ブ ジ ェ ク ト 毎 の ビ ッ ト で は 該 当 ビ ッ ト を Ｆ に
す る 。 ま た サ ブ ジ ェ ク ト の 集 合 に 対 応 す る キ ー ワ ー ド を 発 見 す る と 、 そ の 集 合 に 含 ま れ る
サ ブ ジ ェ ク ト の ビ ッ ト を Ｆ に セ ッ ト す る 。 そ し て 音 声 認 識 装 置 ８ は キ ー ワ ー ド を 発 見 す る
都 度 、 レ ジ ス タ １ ２ へ Ｏ Ｒ 加 算 に よ り 書 き 込 み す る 。 例 え ば 大 学 の 学 部 案 内 で 「 文 学 を お
願 い 」 と の 回 答 が 入 力 さ れ た 場 合 、 「 文 学 」 を キ ー ワ ー ド と し て 検 出 し 、 こ れ に 対 す る サ
ブ ジ ェ ク ト の ビ ッ ト を Ｆ に セ ッ ト し 、 他 の ビ ッ ト は ０ の ま ま で あ る 。 次 に 「 お 願 い 」 が 肯
定 に 対 応 す る の で 、 先 頭 の 肯 定 ビ ッ ト を ０ に 保 ち 、 他 の ビ ッ ト の 値 を 変 え な い 。 こ の 場 合
の レ ジ ス タ １ ２ の 出 力 は 、 肯 定 ビ ッ ト が ０ で 肯 定 で あ り 、 「 文 学 」 の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ
、 他 は セ ッ ト さ れ て い な い の で 、 文 学 に つ い て の み 案 内 を 依 頼 し た こ と に な る 。 「 文 学 と
経 済 を お 願 い 」 の 場 合 、 「 文 学 」 の ビ ッ ト と 「 経 済 」 の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ 、 肯 定 ／ 否 定
の ビ ッ ト は 肯 定 の ０ ビ ッ ト に 保 た れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 列 挙 さ れ た キ ー ワ ー ド に 対 す る 選 択 を 認 識 す る 際 の 特 別 の ル ー ル と し て 、 「 は い 」 「 そ
れ 」 な ど の キ ー ワ ー ド を 特 定 し な い 入 力 に は 、 そ の 直 前 に 出 力 さ れ た キ ー ワ ー ド が 肯 定 で
選 択 さ れ た も の と す る 。 こ れ は ２ 回 目 の 列 挙 の 途 中 で 「 は い 」 な ど が 入 力 さ れ る こ と に 備
え た も の で あ る が 、 こ の ル ー ル は 設 け な く て も 良 い 。 ま た 「 文 学 は 要 ら な い が 、 経 済 学 を
知 り た い 」 な ど の 肯 定 ／ 否 定 の 述 語 が ２ 語 以 上 あ る 入 力 に 対 し 、 レ ジ ス タ １ ２ を 複 数 段 設
け る と 、 １ 段 目 の レ ジ ス タ で 「 文 学 は 要 ら な い 」 に 対 し 肯 定 ／ 否 定 の ビ ッ ト を 否 定 の Ｆ に
セ ッ ト し 、 「 文 学 」 の ビ ッ ト を Ｆ に セ ッ ト す る 。 次 の 段 の レ ジ ス タ で 「 経 済 学 を 知 り た い
」 を 処 理 し 、 肯 定 ／ 否 定 の ビ ッ ト を 肯 定 の ０ に セ ッ ト し 、 「 経 済 学 」 の ビ ッ ト を Ｆ に セ ッ
ト す る 。 こ の 場 合 の 認 識 結 果 は 、 「 経 済 学 部 に つ い て 知 り た い 」 と い う も の と 同 じ で あ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 戻 り 、 音 声 デ ー タ 生 成 部 ３ ０ は シ ナ リ オ に 基 づ い て 音 声 を 生 成 し 、 ア ン プ ３ ２ を
介 し て ス ピ ー カ ３ ４ か ら 音 声 出 力 す る 。 な お ア ン プ ３ ２ は 設 け な く て も 良 い 。 実 施 例 で は
音 声 対 話 装 置 ２ を ガ イ ダ ン ス 用 の ロ ボ ッ ト に 組 み 込 み 、 処 理 シ ス テ ム １ ４ か ら の ジ ェ ス チ
ャ ー 信 号 で ロ ボ ッ ト 本 体 ３ ６ を 動 作 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 、 実 施 例 の 音 声 対 話 方 法 を 示 す 。 シ ナ リ オ 中 の キ ー ワ ー ド を 列 挙 し 選 択 す る 部 分
で 、 出 力 側 の シ ナ リ オ で は ス テ ッ プ １ で キ ー ワ ー ド を 列 挙 す る 。 次 い で ス テ ッ プ ２ で ポ ー
ズ し 、 ス テ ッ プ ３ で キ ー ワ ー ド を 再 列 挙 す る 。 そ し て ス テ ッ プ ４ で ポ ー ズ し た 後 、 ス テ ッ
プ ５ で 入 力 を 促 す 。 た だ し ス テ ッ プ ４ の ポ ー ズ は 省 略 し て も 良 い 。 実 施 例 の 場 合 、 ス テ ッ
プ ２ あ る い は ス テ ッ プ ４ で 、 ロ ボ ッ ト 本 体 ３ ６ に 身 振 り を さ せ て も 良 い 。 ま た ス テ ッ プ ３
で キ ー ワ ー ド を 再 列 挙 す る 場 合 、 ス テ ッ プ １ で 列 挙 し た キ ー ワ ー ド の 一 部 を 同 義 語 に 変 換
し 、 特 に よ り シ ン プ ル な 単 語 に 変 更 し て 同 じ 順 で 列 挙 す る と 、 １ 回 目 と ２ 回 目 と で 表 現 を
変 え て し か も 同 じ 順 な の で 、 人 が 答 え 易 く で き 、 し か も 冗 長 さ を 弱 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 入 力 側 シ ナ リ オ で は 、 ス テ ッ プ １ の キ ー ワ ー ド の 列 挙 か ら 、 入 力 を 受 け 付 け 、 入 力 音 声
を 音 声 認 識 す る 。 た だ し ス テ ッ プ ２ の ポ ー ズ か ら 、 も し く は ス テ ッ プ ３ の キ ー ワ ー ド の 再
列 挙 か ら 、 入 力 音 声 を 音 声 認 識 し て も 良 い 。 そ し て ス テ ッ プ ７ で 入 力 結 果 を 判 別 し 、 有 効
な 入 力 が な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ ２ の ポ ー ズ ま で も し く は ス テ ッ プ ３ の キ ー ワ ー ド の 再 列
挙 ま で 戻 っ て 、 あ る い は キ ー ワ ー ド の 再 列 挙 に 準 じ た 処 理 を 行 っ て 、 入 力 を 再 度 受 け 付 け
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る 。 全 て の 選 択 肢 が 否 定 さ れ た 場 合 他 の 処 理 へ 移 り 、 い ず れ か の キ ー ワ ー ド が 選 択 さ れ る
と 、 選 択 さ れ た キ ー ワ ー ド や そ の 組 み 合 わ せ に つ い て ガ イ ダ ン ス す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 音 声 対 話 プ ロ グ ラ ム ４ ０ の 構 造 を 示 す と 、 一 般 シ ナ リ オ 命 令 ４ １ は キ ー ワ ー ド の
列 挙 以 外 の シ ナ リ オ を 処 理 し 、 キ ー ワ ー ド 列 挙 命 令 ４ ２ は １ 回 目 の キ ー ワ ー ド の 列 挙 を 処
理 し 、 キ ー ワ ー ド 再 列 挙 命 令 ４ ３ は ２ 回 目 の キ ー ワ ー ド の 列 挙 を 処 理 す る 。 ポ ー ズ 命 令 ４
４ は 、 １ 回 目 の キ ー ワ ー ド の 列 挙 と ２ 回 目 の キ ー ワ ー ド の 列 挙 の 間 、 並 び に ２ 回 目 の キ ー
ワ ー ド の 列 挙 後 の 、 ポ ー ズ や ジ ェ ス チ ャ ー を 処 理 す る 。 音 声 認 識 命 令 ４ ５ は 例 え ば １ 回 目
の キ ー ワ ー ド 列 挙 中 か ら 音 声 認 識 を 開 始 し 、 図 １ の 辞 書 １ ０ を 列 挙 さ れ た キ ー ワ ー ド に 合
わ せ て 切 り 替 え る 。 音 声 認 識 命 令 ４ ５ は 入 力 音 声 の 認 識 結 果 に 基 づ き 、 シ ナ リ オ で の そ れ
以 前 の 処 理 へ 戻 る 、 他 の 処 理 へ 移 る 、 選 択 さ れ た キ ー ワ ー ド に つ い て ガ イ ダ ン ス す る 、 よ
う に シ ナ リ オ を 分 岐 さ せ る 。 促 し 命 令 ４ ６ は 、 ２ 回 目 の キ ー ワ ー ド の 列 挙 後 と ２ 回 目 の ポ
ー ズ の 後 に 、 入 力 を 促 す 文 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ に 、 大 学 の 学 部 案 内 を 例 に 音 声 ガ イ ダ ン ス の 具 体 例 を 示 す 。 な お こ の 具 体 例 は 実 施
例 の 音 声 対 話 装 置 、 音 声 対 話 方 法 、 音 声 対 話 プ ロ グ ラ ム の い ず れ に も 該 当 す る 。 ス テ ッ プ
１ １ で 、 大 学 の 学 部 と し て ど の よ う な も の が あ る か を 列 挙 す る 。 ス テ ッ プ １ ２ で 、 ロ ボ ッ
ト 本 体 の ジ ェ ス チ ャ ー を 交 え て ポ ー ズ し 、 ス テ ッ プ １ ３ で キ ー ワ ー ド を 再 列 挙 す る 。 こ こ
で 文 学 を 「 文 」 、 経 済 学 を 「 経 済 」 と し て い る よ う に 、 キ ー ワ ー ド を よ り 短 い キ ー ワ ー ド
で 同 義 語 の も の に 変 換 し て 同 じ 順 序 で 列 挙 す る 。 ス テ ッ プ １ ４ で 再 度 ポ ー ズ し 、 ス テ ッ プ
１ ５ で 回 答 を 促 す 文 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 入 力 側 シ ナ リ オ で は 、 ス テ ッ プ １ １ の 段 階 で 「 経 済 学 」 な ど の 回 答 が さ れ る こ と に 備 え
て 、 ス テ ッ プ １ １ の キ ー ワ ー ド の 列 挙 か ら 入 力 音 声 を 認 識 す る 。 た だ し ス テ ッ プ １ ２ の ポ
ー ズ か ら 、 も し く は ス テ ッ プ １ ３ の 再 列 挙 か ら 、 入 力 音 声 の 認 識 を 開 始 し て も 良 い 。 そ し
て ス テ ッ プ １ ７ で 、 入 力 結 果 に 基 づ き 分 岐 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 で は 以 下 の 効 果 が あ る 。
(1)　 キ ー ワ ー ド が ２ 回 以 上 列 挙 さ れ る の で 、 人 に と っ て 聞 き 逃 し に く い 。
(2)　 １ 回 目 の キ ー ワ ー ド の 列 挙 で キ ー ワ ー ド の 全 体 を お お よ そ 理 解 し 、 ２ 回 目 の キ ー ワ
ー ド の 列 挙 で 正 確 に 聞 き 取 っ て 回 答 す れ ば よ い の で 、 正 確 な 回 答 が 容 易 で あ る 。
(3)　 １ 回 目 と ２ 回 目 と で キ ー ワ ー ド の 列 挙 の 仕 方 を 変 え る の で 、 対 話 が 平 板 に な り に く
い 。
(4)　 サ ブ ジ ェ ク ト 毎 の ビ ッ ト 和 を 用 い る の で 、 「 文 学 」 ， 「 経 済 学 」 な ど の 個 別 の 回 答
か ら 、 「 文 化 系 」 ， 「 全 部 」 な ど の 範 囲 を 示 す 回 答 ま で 対 応 で き る 。 な お 「 Ａ ， Ｂ ， Ｃ は
要 ら な い 」 な ど の 入 力 に 対 し 、 こ れ 以 外 の キ ー ワ ー ド が 選 択 さ れ た も の と し て 解 釈 す る と
、 入 力 を 認 識 で き る 範 囲 を さ ら に 広 げ る こ と が で き る 。
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 音 声 対 話 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 実 施 例 で 用 い る シ ナ リ オ の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 実 施 例 で 用 い る 音 声 認 識 用 の レ ジ ス タ を 示 す 図
【 図 ４ 】 実 施 例 の 音 声 対 話 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ５ 】 実 施 例 の 音 声 対 話 プ ロ グ ラ ム の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 実 施 例 を 大 学 の 学 部 案 内 に 応 用 し た 例 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
２ 　 　 　 　 音 声 対 話 装 置
４ 　 　 　 　 マ イ ク ロ フ ォ ン
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６ ， ３ ２ 　 ア ン プ
８ 　 　 　 　 音 声 認 識 装 置
１ ０ 　 　 　 辞 書
１ ２ 　 　 　 レ ジ ス タ
１ ４ 　 　 　 処 理 シ ス テ ム
１ ６ 　 　 　 シ ナ リ オ 記 憶 部
１ ８ 　 　 　 一 般 的 シ ナ リ オ
２ ０ 　 　 　 キ ー ワ ー ド 列 挙 シ ナ リ オ
２ １ 　 　 　 第 １ 回 キ ー ワ ー ド 列 挙 場 面
２ ２ 　 　 　 ポ ー ズ 場 面
２ ３ 　 　 　 第 ２ 回 キ ー ワ ー ド 列 挙 場 面
２ ４ 　 　 　 ポ ー ズ 場 面
２ ５ 　 　 　 入 力 促 し 場 面
２ ６ 　 　 　 入 力 受 け 付 け 場 面
３ ０ 　 　 　 音 声 デ ー タ 生 成 部
３ ４ 　 　 　 ス ピ ー カ
３ ６ 　 　 　 ロ ボ ッ ト 本 体
４ ０ 　 　 　 音 声 対 話 プ ロ グ ラ ム
４ １ 　 　 　 一 般 シ ナ リ オ 命 令
４ ２ 　 　 　 キ ー ワ ー ド 列 挙 命 令
４ ３ 　 　 　 キ ー ワ ー ド 再 列 挙 命 令
４ ４ 　 　 　 ポ ー ズ 命 令
４ ５ 　 　 　 音 声 認 識 命 令
４ ６ 　 　 　 促 し 命 令
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(7) JP 2007-232829 A 2007.9.13



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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